
「ながら勉強」の効果について考え、みんなに発信する

ＳＤＧｓとの関連

勉強のときにながら勉強をするメリット、デメリットを知ることで最も効率の良い
勉強法を知る

プロジェクトの目的

学年全体の勉強法を見直し最も効率の良
い勉強法をみんなに伝える

プロジェクトの実施内容

・２年生に勉強法についてのアンケート
・アンケート回収、分析
・自分たちで実施

アンケート結果(複数回答)

①勉強をするとき「ながら勉強」をするか

はい・・ ７４％
いいえ・・ ２４％
たまに・・ ２％

売上高

音楽を聴く
４２％

YouTubeを見る
２０％

おかしを食べる
１７％

TVを見る
１０％

運動しながら
２％

集中力UP
４６％

集中できない
１６％

暗記力UP
１３％

眠たくなくなる
１１％

効果なし
１０％

その他
４％

②どんな“ながら勉強”をしているか ③どんな効果をもたらすか
実験結果

考察
○音楽は歌詞ありではなく歌詞なしのほうがよい
○ながら勉強は使い方によっては効率を下げてしまう
○自分に合った勉強の仕方を見つけるべき

今後の課題
・ながら勉強のメリット、デメリットを見つける
・データを基により良い勉強法を考える
・ながら勉強と最も良い勉強法の相違点を見つける

プロジェクトの成果

○ながら勉強の種類によって効果が変わる
○自分に合ったながら勉強を見つけるべき
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ながら勉強は一般的には勉強の効率が悪くなるといわれているが実際には勉強に
どんな影響を与えるのか疑問に思った

背景：

Wｈｙ：

Ⅳ“質の高い教育をみんなに”

YouTubeを見る 歌詞あり音楽 歌詞なし音楽 お菓子を食べる

集中力 × × ○ ○
理解度 × × ○ ○
眠気 × × ○ ×
影響 悪影響 悪影響 好影響 好影響


